
過
渡
期
に
あ
る

過
渡
期
に
あ
る

過
渡
期
に
あ
る

過
渡
期
に
あ
る

日本型、アメリカ型、フランス型　人事の特徴の比較
日本型 アメリカ型 フランス型

人事管理スタ
イルの内容

詳細な非公式ルー
ル型人事管理 現場決定型人事管理 企業文化共有型人事

管理

人事の権限 社内統制型、強い
人事

社内事務処理型・コン
サル型、弱い人事

人事部と現場はパー
トナー、権限の大小
関係はない

背景
価値観の同一性が
前提、社員・部門
間横並び重視

価値観の多様性が前提、
前例・横並びを考慮せ
ず

企業文化を重視、「個
人」の将来価値に注
目

仕事の型 「前例」と「調整」
に基づく

経験とデータに基づき、
「合理性」を重視

「企業文化」に基づ
く

ルール化 粗い公式ルール、
膨大な量の内規

公式ルールに書かれて
いないことは、マネー
ジャーが決定

粗い公式ルール、企
業文化を重視

　
前
回
は
、
日
本
型
人
事

が
人
材
開
発
、
経
営
へ
の

参
与
、
い
ず
れ
の
面
か
ら

み
て
も
厳
し
い
視
線
を
向

け
ら
れ
て
い
る
現
状
を
踏

ま
え
て
、Ｊ
Ｓ
Ｈ
Ｒ
Ｍ
「人

事
の
役
割
」
リ
サ
ー
チ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
展
開
し
て

き
た
、
研
究
の
枠
組
み
に

つ
い
て
紹
介
し
た
。

今
回
か
ら
は
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
の
研
究
内
容
を

説
明
す
る
が
、
ま
ず
は
日

本
型
人
事
の
特
徴
と
限
界

を
、ア
メ
リ
カ
型
、フ
ラ
ン

ス
型
の
人
事
と
の
比
較
を

通
し
て
考
え
て
み
た
い
。

　
伝
統
的
な
日
本
型
人
事

は
、
人
事
部
門
が
基
本
ル

ー
ル
を
企
画
・
設
定
し
、

実
務
の
実
施
機
能
を
一
括

担
当
し
、
全
社
の
人
事
管

理
を
集
権
的
に
統
制
す
る

「
社
内
統
制
型
」
の
「
強

い
人
事
」
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
価
値
観
の
「同
一
性
」

を
前
提
に
、
社
員
間
・
部

門
間
の
公
平
性
、
横
並
び

を
重
視
す
る
た
め
、
現
場

で
個
別
に
意
思
決
定
す
る

こ
と
を
嫌
う
と
い
う
特
徴

を
持
つ
。
そ
の
た
め
個
別

的
な
例
外
を
嫌
う
が
、
ひ

と
た
び
例
外
を
認
め
る

と
、
そ
れ
と
将
来
起
こ
る

事
例
と
の
「
公
平
性
」
を

担
保
す
る
た
め
、
非
公
式

ル
ー
ル
と
し
て
の
内
規
が

詳
細
に
定
め
ら
れ
る
。
そ

の
結
果
、
後
述
の
ア
メ
リ

カ
型
等
と
異
な
り
、
就
業

規
則
等
で
は
概
括
的
な
公

式
ル
ー
ル
し
か
定
め
て
い

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

膨
大
な
量
の
内
規
が
で
き

あ
が
っ
て
い
く
。つ
ま
り
、

粗
い
公
式
ル
ー
ル
と
大
量

の
内
規
の
組
み
合
わ
せ
に

よ
っ
て
社
内
を
統
制
す
る

と
い
う
の
が
日
本
型
人
事

な
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
ア
メ
リ

カ
型
人
事
は
、
経
営
が
承

認
し
た
公
式
ル
ー
ル
の
下

で
、
責
任
と
権
限
が
委
譲

さ
れ
た
現
場
が
「合
理
的
」

に
意
思
決
定
を
す
る
、
つ

ま
り
人
事
部
門
の
権
限
が

限
定
さ
れ
た
「弱
い
人
事
」

で
あ
る
。
ま
た
価
値
観
の

「
多
様
性
」
が
前
提
と
な

っ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、

公
式
ル
ー
ル
は
曖
昧
さ
を

許
さ
な
い
詳
細
に
規
定
さ

れ
、
非
公
式
ル
ー
ル
は
存

在
し
な
い
。
そ
の
た
め
、

公
式
ル
ー
ル
以
外
は
現
場

の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
決
め

る
と
い
う
現
場
主
義
型
の

人
事
が
と
ら
れ
て
お
り
、

そ
こ
で
は
現
場
間
の
公
平

性
は
重
視
せ
ず
、
前
例
・

横
並
び
も
考
慮
し
な
い
。

　
フ
ラ
ン
ス
型
人
事
は
、

「
企
業
文
化
」を
重
視
し
、

個
人
の
将
来
価
値
に
注
目

す
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

そ
の
た
め
公
式
ル
ー
ル
は

粗
く
、
公
式
ル
ー
ル
に
な

い
部
分
は
、
企
業
文
化
に

立
ち
戻
り
、
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
を
決
め
る
と
い
う

方
法
が
と
ら
れ
る
。
ま
た

人
事
部
門
は
、
日
本
型
と

も
ア
メ
リ
カ
型
と
も
違

い
、
現
場
の
「
パ
ー
ト
ナ

ー
」と
い
う
性
格
が
強
く
、

人
事
部
門
と
現
場
の
間
に

権
限
の
大
小
関
係
は
な

い
。

　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る

と
、
伝
統
的
な
日
本
型
人

事
は
、「基
幹
的
な

社
員
は
新
卒
男
性

の
日
本
人
」
と
い

う
同
一
性
を
前
提

に
機
能
し
て
き
た

人
事
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
や
多
様
な

働
き
方
の
増
加
と

い
う
、
環
境
変
化

が
起
こ
り
、
「
同

一
性
」
が
崩
れ
つ

つ
あ
る
。
ま
た
、

前
例
と
調
整
に
基

づ
い
た
仕
事
の
型

で
は
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
起
こ
し

に
く
い
。つ
ま
り
、

日
本
型
人
事
の
特

徴
で
あ
る
「
社
内

統
制
型
」
で
は
、
こ
れ
か

ら
対
応
で
き
な
く
な
っ
て

い
く
の
は
明
白
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
を
解
決
し
て
い

く
た
め
に
、
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
「
経
営
・
事

業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（Ｉ

ｎ
ｎ
ｏ
ｖ
ａｔｉ
ｏ
ｎ
）
へ
の
貢

献
」
、
「
多
様
（
Ｄ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ

ｓｉｔ
ｙ
）
な
人
材
の
活
用
」

と
い
う
二
つ
の
経
営
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
応
じ
て
人
事
管

理
や
人
事
部
門
の
あ
り
方

を
検
討
す
る
、
戦
略
的
人

的
資
源
管
理
モ
デ
ル
「
Ｉ

ｎ
―
Ｄ
ｉ
モ
デ
ル
」
を
構
築

し
た
。

　
次
回
は
、
こ
の
「
Ｉ
ｎ
―

Ｄ
ｉ
モ
デ
ル
」
を
紹
介
す

る
。

（
Ｊ
Ｓ
Ｈ
Ｒ
Ｍ
「
人
事
の

役
割
」
リ
サ
ー
チ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
）


